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エイズキャンペーンの男子尿道炎症例数に及ぼした影響

小島 弘敬

　エイズキャンペーンのSTD症例数に及ぼす影響について知る目的で，1980年から92年までの男子尿道炎

症例数の推移を検討した。

　日赤医療センターの淋菌性尿道炎（GU）症例数は80年から84年まで急増して約3倍となり，84年をピー

クとして84年以後89年まで急激に減少し，89年の症例数は80年の症例数にもどっている。その後90年，91年

再増加し，以後再び減少して92年には84年のピーク時の1/5の症例数になっている。80年から92年の間に日

赤医療センターのGU症例数は激増，激減，微増，減少と激動している。この激動の期間の増減の傾向は

厚生省統計の日本全国の淋病届出症例数の年次推移とよく一致している。80年から84年までの増加傾向は，

70年代に開発諸国で共通してみられた女子の社会的進出によるSTDの顕著な増加傾向が，約10年遅れて日

本でも起こったものと理解される。84年以後の激減は，米国をはじめとするエイズの世界的蔓延とそれに対

するキャンペーンによると思われる。

　GUと感染経路，感染部位を等しくするクラミジア生殖器感染症（CTGI）の症例数には92年まで，GU

症例数にみられるような著明な変動は認められていない。GUは特に男子において自覚症状が明白で，感染

の因果関係は把握しやすく，治療機会が早期に得やすく，感染の拡大が抑制されやすいのに対して，CTGI

は特に女子で自覚症状に欠け，治療機会が得にくく，無自覚で感染源となる期間が長く，感染が一般諸社会

階層に拡がっている。エイズキャンペーンの効果に基づいてのhigh riskと想定される感染源との接触の回

避により，GUは顕著に抑制されたが，CTGIは抑制されていない。この事実は，GUの感染源はCSWな

どhigh riskと想定される対象群であったのに対して，CTGIの感染源はhigh riskと認識されない一般人で

あったことを示すものであろう。

　GU症例数の減少したエイズキャンペーン期間に，女子咽頭を感染源とするGU症例の比率は増加してい

る。咽頭が感染源となることが知られていないため，エイズキャンペーンの抑制効果が及ばなかったためと

考えられる。
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